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皆様、新年明けましておめでとう
ございます。年始年末はゆっくりと
過ごされたことと思います。昨年の
流行語大賞は「ゲゲゲの・・・」で
した。ちなみに一昨年の流行語は
「政権交代」で「交代」に期待し、
｢事業仕分け｣で「税金の無駄遣い」
の払拭に期待しましたが、治世者の
無能ぶりに期待の風船もしぼんでし
まいました。今年は「ゲゲゲ
の・・・」の後に何が期待できるで
しょうか？
おかやま環境ネットワークが2001

年に創立されてちょうど10年になり
ます。私たちは暮らしの中で個人・
団体・企業などあらゆる人が結集し
て県下に望ましい環境作りをめざ
し、それを通して岡山の文化を継承
し、また新たな文化を築いていきた
いと思います。
昨年の11月おかやま環境ネットワ

ーク編集による書籍｢ホタルと人と

新年のご挨拶　(財)おかやま環境ネットワーク理事長　青山勳 『ホタルと人と文化』
出版のご案内

自然の河川の中で環境の影響を
受けやすいホタルは、環境の状況
を反映する生物で、良好な水環境
を表すシンボルとも言えます。本
書は、ホタルの成育と人との歴史
性、文化性について述べています。
ホタルそのものはもちろん、そ

れを取り巻く環境、ホタルにちな
む事柄や解説用写真も数多く掲載
しています。読みものとして、写
真集としても楽しめる本です。是
非、手に取ってご覧ください。
○著者：梶田　博司・青山　勳
○定価：1,680円（税込）
○申込：おかやま環境ネットワー
クへ送付先・冊数をご連絡くだ
さい。振込用紙を同封しお届け
します。到着後ご入金ください。
書店、通販でも販売中です。

文化」を上梓しました。40～50年前
には漆黒の闇の中を妖しげな小さな
光をちらつかせるホタルの群舞を見
ることができました。今では環境破
壊と水質汚濁その他様々な要因が重
なって、ホタルが見られる所は限ら
れてきました。この８年間県下にあ
る約40のホタルの愛好団体と共にホ
タルを守り、育て、増やす活動を行
ってきました。この活動を通して、
ホタルを守るだけでなく、団体間の
連帯が築かれ、深く、温かい交流が
生まれました。この中で生まれたの
が｢ホタルと人と文化」です。日本
人は万葉の時代からホタルに愛着と
郷愁をもっていました。その中から
様々な文化をも育んできました。ホ
タルを守ることは環境を守ることで
もあります。私たちはホタル、アマ
モ、里山・・・など文化を育む自然
を、環境をこれからも大切にしてい
きます。

新年あけましておめでとうございます
本年もご支援の程、よろしくお願いいたします
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近頃は何でも「エコ　エコ」で

す。大方は、これを環境関連、す

なわち「Ecology」のエコと素直

にとっておられるのでしょうが、

ヘソのねじ曲がった私などは何時

もこれは「Economy」のエコだと

思っています。 E c o l o g y と

Economyは同根で、家・家政・生

活を意味するギリシャ語の

OIKOSからきています。その意

味では同義に近いはずなのに、今

日これほど対置的な内容を負わさ

れている言葉も少ないのではない

か。

いろいろあります。エコ減税。

こんなものも単なる売買（経済効

果）のことで、環境負荷すら助長

しています。それと例の生物多様

性会議。生き物の衣を着た人間

（国）の利権（金）の奪い合い。

極めつけは、イラかぼけか知らな

いが、現金をばらまいて格好だけ

つけたどこかのくび長さん。

もう一つ。排出権取引。森林が

二酸化炭素を吸収する。嘘言うな。

話は半分。森林を構成しているの

は樹木です。まず、この樹木。樹

木の樹木たるところは連年生長

し、長寿であること。確かに樹木

は空中の二酸化炭素を取り込みま

すが、一方で生きるため取り込ん

だ二酸化炭素から作る代謝産物

（ブドウ糖など）を燃やします。

燃やせばご存じ二酸化炭素。若い

うちは取り込み方が多い（すなわ

ち成長する）が、壮年を過ぎれば

両者はトントン。

森林状態ではどうか。森林は樹

木などの植物群と土壌で構成され

ている。植物群が作った有機物

（二酸化炭素が半分）は早晩落葉

落枝として土壌に落ち、ミミズ、

キノコ、微生物群の餌になり、二

酸化炭素として空中に放出され

る。両者は釣り合っており、この

物質循環が極めてうまく作動する

ことにより森林が存続しているの

です。皆さんが大好きな天然林は

この循環がパーフェクトな森で

す。でも、二酸化炭素吸収には何

も貢献していないのです。お分か

りのように、森林・樹木（土壌有

機物を含め）は二酸化炭素の貯蔵
・・

体ではありますが、吸収体として

の機能は極めて限定的なのです。

ついでにいえば、人工林が優等生。

このことはいずれ他の機会に。

それなのに、森林を無条件に産

業（経済体）が放出する二酸化炭

素の吸収体に仕上げ、それを金銭

取引で片づけるなどという悪質な

スキームがまかり通る。これに、

およそ有史以来、環境などに関心

を示したことのない地上最悪の環

境破壊国である中国が悪乗り。何

と排出権を外国に売り、またそれ

を知ってか知らずか、買う国・企

業がある。噴飯ものどころか、重

大な犯罪行為です。どこまでも厚

顔無恥な国・民です。こうなった

ら殆どエコ仮面舞踏会の様相。

イヤもう止め。新年早々アドレ

ナリン全開では、折角お金を払っ

た（！）降圧剤が効かなくなる。

時流潮流　寄稿

千葉　喬三

「２つのエコ」

千葉　喬三　氏
1939年生まれ。国立大学法
人岡山大学長。農学博士(京都
大学)。(財)おかやま環境ネッ
トワーク理事（前理事長）。
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おかやま環境ネットワークの事

業の一つとして「ホタルと人と文

化」が昨年、出版されました。執

筆者に名を連ねる幸運に酔ってい

る間にも日数はどんどん過ぎて行

き、生来エンジンの掛かりにくい

私は酷暑の中で四苦八苦すること

となりました。刊行日を延期して

もらうことも本気で考えていまし

たが、青山理事長の指導力と事務

局の栂u氏、黒岩女史の全面的支

援のお陰で予定の刊行日に何とか

こぎつけることができました。一

人ならば間違いなくギブアップし

てたはずです。ご支援あってのこ

とと心から感謝しています。

学生時代、夜行虫（単細胞プラ

ンクトン）を研究対象として以来、

夜行性動物や発光生物と関わって

きました。ホタルに興味を持った

のは約30年前です。当時はそれほ

ど注目される動物ではなく、調査

時には不審がられていました。小

雨降る夜に道路に腹這いになって

上陸した幼虫を撮影している姿を

ひき逃げ死体として通報された

り、まっ暗な川岸にたたずんでい

れば幽霊と勘違いされるなど、各

地でお騒がせしました。ところが

社会が自然の大切さ、環境保護の

重要性に気付き、ホタルはその象

徴として認識されるようになり、

私も観察会や講演会に引っ張り出

される破目になったのです。ホタ

ルと同様、暗がりを好んでいたの

に日の当たる舞台へ押し上げられ

て気恥ずかしい思いでした。

やがて、おかやま環境ネットワ

ークとのお付き合いが始まりま

す。2004年、第２回ホタルフォー

ラムの準備段階だったと思いま

す。その時にホタル連絡会の存在

も知りました。ホタルの保護や増

殖を目的とする団体は他府県にも

広く存在しますが、県下の団体が

一堂に会して各地域の報告や、そ

れぞれの工夫、悩みをオープンに

話し合う場など県外ではほとんど

ありません。岡山県では会を重ね

着々と実績を上げていました。後

発の団体には得がたい情報収集の

場となり、県下全域へ波及効果も

期待できます。しかも毎年秋には

会場を持ち回りホタルフォーラム

が開かれ、現地のホタル生息地や

養殖施設も案内してもらえるので

す。

フォーラムが第７回を迎えた

2009年、青山理事長より漫然と繰

り返すだけでなくこれまでの報告

をまとめ、さらに現在の県下のホ

タルの状況も著した書籍を残すべ

きとの指示を受け、出版事業が動

き始めました。

当初、書名は「岡山のホタル」

を想定していましたので、各種ホ

タルの説明や生息環境を列記する

予定でしたが、様々の理由から書

名は「ホタルと人と文化」に変更

されました。すると古典、映画、

伝説、食品、工芸品まで盛り込む

べき内容がぐんと拡大します。講

演会では噂話のように気楽に語っ

た内容はその場で消え去ってしま

いますが、本になれば死後までも

しっかり残ってしまいますので改

めて古い資料類を捜し出し、耐久

性に欠ける老眼に目薬を差しつ

つ、できうる限り正確に記して行

きました。ホタルそのものは勿論、

それを取り巻く環境、ホタルに因

む事柄、物品を知る範囲で網羅し

解説用写真も数多く載せてありま

す。読みものとして、写真集とし

ても楽しめる本になったと胸をな

でおろしている次第です。手に取

ってご覧いただければ幸いです。

時流潮流　寄稿

梶田　博司

『ホタルと人と文化』
出版に寄せて

梶田　博司　氏
1946年生まれ。島根県出身。
川崎医療福祉大学医療福祉デ
ザイン学科教授。
日本ホタルの会会員。環境省
委託調査委員。倉敷市環境審
議会委員。
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湿地通い

2005年～2007年、私はオカミミ

ガイ（写真１)を材料に、ヨシ原

湿地特性を論文にしようとしてい

ました。

この「修士論文」は、読み返す

ことも憚られる仕上がりで、苦い

思い出になっています。それでも、

気になる干潟の貝を見にヨシ原詣

では続けました。「貝マニア」に

言わせるとオカミミガイは所謂

｢駄貝｣（=どこにでもいる、珍し

くない貝)。「絶滅危惧」種といわ

れても、永江川の個体数は夥しく、

棲息地のヨシ原は、私が歩き回っ

てもびくともせず、ケロっと茂っ

て夏中じめーっとした空気を維持

し、「湿地の生きものに居心地が

よさそうな環境」（=換言すると、

ヒトには受け入れ難い環境）を提

供します。｢実験｣と称して貝を持

ち帰っても、絶滅するなんて想像

森　　千恵

NPO法人岡山淡水魚研究会
干潟担当

永江川河口湿地

吉井川は河口から２kmほど上

流に「日本の重要湿地500」（2001

年10月）に選定されたヨシ原があ

ります。1999年決議（ラムサール

登録湿地を倍増しよう！）を受け

て、環境省が湿地調査を行った結

果です。

さらに、2002年～2004年に環境

省は｢自然環境保全基礎調査｣（国

内干潟調査）を行いました。同報

告書中に「永江川河口は…この海

域の他の地点に比べると、小規模

ながらも貴重なヨシ原の生態系を

残している…」と記述されていま

す（環境省自然環境局、2007)。

この調査の「中国四国・日本海

責任者」のひとりが福田宏氏（岡

山大学農学部水系保全学研究室）

で、社会人学生だった私も調査に

何回か同行させていただきまし

た。

できません。乾燥を防げば実験室

で繁殖行動も観察可能。永江川河

口湿地の何もかもが頑丈にみえま

した。

論文ネタの材料をトビハゼに変

えていた私は、気晴らしにヨシ原

に立ち寄るようになりました。遠

くからの景色も、ヨシの中に入り

込んで生き物を見るのも楽しくな

ってきたのです。誰も彼もが活き

活きして見える湿地では、トビハ

ゼの表情も実験室にいるものと全

然違って見えます。

湿地の工事

この湿地に思わぬ責任を感じた

のは2009年のこと。２月、国交省

から、「掘削・浚渫工事」のことで

電話が入りました。２年前の築堤

で工事は終了したと思っていたの

で、｢まだやるの？環境省は何で私

に？｣と、面食らいました。「湿地

の保全」は保証されていると思い

込んでいたのです。私は｢保全を約

束されている湿地｣を生物調査に使

わせてもらっているお客のつもり

でいました。経緯はどうであれ、

この湿地に最大の関心をもち、出

入りしているのは私だけで、重い

責任を両手に“どさっ”と渡され

た不意打ちに慌てました。

団体会員紹介 （財）おかやま環境ネットワークニュース　No.60

写真１　オカミミガイ
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森　　千恵　氏
生活クラブ生協、ＰＴＡ等で
活動後、岡山大学大学院自然
科学研究科博士前期後期課程
で学び2010年退学。継続し
て底生生物の生態調査や、湿
地の保全活動に取り組んでい
る。在学中に高木仁三郎基金
の選考委員を務めた。



反対できるとしたら14年前の計

画時であったでしょう。｢控え

ぃ！このデータを何と心得る！｣

｢背中のこのデータが目に入らね

ぇか！｣そんな黄門様の印籠級、

遠山様の彫り物級のデータがあれ

ば・・・。｢おらにパワーをくれ

～｣嗚呼虚しい叫び声。

「湿地の保全」の道、探索中

湿地に隣接している土地が浸水

し易いというのは当たり前のこ

と。湿地保全を目的としているラ

ムサール条約は、保全と人の生活

をどう両立させるかという課題を

提起します。でも、殆ど知られて

いません。「気がついたらヨシ原

がなくなっていた」という事態を

恐れるならば、私だけが知る、私

が好きな湿地の様子をまず知って

もらおう。そこで、子どもたちに

「すぐ近くに生き物たちが元気に

生きている湿地があるよ」と伝え

ることにしました。総合学習で干

－5－

遅まきながら「保全」を考える

国交省の依頼内容は、「7月開始

の掘削・浚渫前にヒロクチカノコ

（写真２）、フトヘナタリガイ（写

真３）、オカミミガイを確認して

欲しい、移植の指導もしてほしい」

でした。掘削予定地に２種を確認、

多数の貝を対岸湿地に移動しまし

た（詳しくは「岡山の自然」2009

年夏号参照）。

私には、この方法が保全になる

のかわかりません。｢わからない

から工事をしないで｣という声は、

通らない状況でした。｢何のため

の工事だ？｣という疑問は、いわ

ば場違いで保全を謳って工事を止

めるには空疎な響き。この段階で

地元住民向けの工事説明に疑問の

余地はありません。

潟教室を受けた子どもたちや先生

の｢行ってみたい！｣の声をきき、

すっかり気を良くして、実際にヨ

シ原を案内することができまし

た。

立ち入りによる環境負荷は課題

ですが、話しベタの私の案内でも

湿地の存在がカバーしてくれるよ

うです。

初めてヨシ原の生き物を見た人

は、一様に｢うわ、こんなのがい

るんだぁ・・・｣と、驚いてくれ

ます。さらに、保全活動に少しず

つ参加してもらうため、ゴミ拾い

を計画しています。実は、干潟の

ゴミ片付けは最大の難問です。

「ゴミは湿地の一部である。基本

的に放置せよ」という福田宏氏の

説は尤もです（字数の都合で割

愛！）。私も同感。でも･･･。実験

区を設けて、太伯小学校のみんな

と取り組んでみようと方法を考え

ているところです。

※写真：第７回自然環境保全

基礎調査浅海域生態系調査

（干潟調査）

※報告書　2007年３月環境省

自然環境局生物多様性センター

※撮影：江木　寿男氏

（財）おかやま環境ネットワークニュース　No.60

写真２　ヒロクチカノコ

写真２　ヒロクチカノコ

トビハゼ（10.17.干潟教室にて撮影）

写真３　フトヘナタリガイ
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弊社は、トイレットペーパーを
製造し販売している会社ですが、
昭和38年創立当時より、原料は
100%古紙で製造いたしておりま
す。創立当時は、チリ紙を製造し、
トイレの水洗化、生活様式の変化
により、昭和52年よりトイレット
ペーパーの製造を開始いたしまし
た。現在は、トイレットペーパ
ー・業務用タオルペーパーの製造
をいたしております。
古紙をリサイクルしてトイレッ

トペーパーを製造する場合、その
使用する古紙はほとんどが、産業
古紙（印刷工場で印刷ミスの紙、
製本工場で出てくる裁断クズ）が
主体ですが、弊社は平成４年に原
質・調整工程を全面改良し、最新
鋭の古紙処理設備を導入いたしま
した。これにより、ラミネート古

紙（両面ビニールコーティング）
が大量に使用できるようになりま
した。また、金具付き機密書類の
処理も可能になりました。通常機
密書類は、シュレッダーをかけて、
焼却したり大変手間をかけられて
おりますが、弊社の設備は、機密
書類を段ボールに入った、密閉し
た状態で箱毎溶解処理いたしま
す。手間がかからず、尚且つリサ
イクルでき環境に良いということ
で多くの皆様によろこんでいただ
いております。
弊社の主要販売先である、おか

やまコープ様からは、牛乳パッ
ク・注文用紙・オフィス古紙をト
イレットペーパーの原料としてリ
サイクルさせていただいておりま
す。
弊社の方針として、リサイクル

されず、ごみになっている古紙を
いかにリサイクルするかというこ
とに日々挑戦いたしております。
また、ゼロエミッション（廃棄

物ゼロ）に挑戦しており、古紙を
リサイクルして排出される廃棄物
についても再度リサイクルに努め
ております。一番多く排出される
スラッジ（コーティング剤）は、
セメントに混ぜて増量剤、紙パッ
ク等のビニールはサーマルリサイ
クルで燃料に、金物は選別してリ
サイクル等。
紙は、リサイクルの王様といわ

れております。どんな紙でも溶か
せばまた紙にもどります。ごみに
しないで分別してリサイクルをお
願いいたします。

◇会社沿革

昭和38年　工場建設に着手
昭和38年　１号抄紙機運転開始
昭和44年　２号抄紙機運転開始
昭和52年　二次活性汚泥処理装置

完成
昭和52年　３号抄紙機運転開始
昭和52年　パルパー連続離解方式

導入
昭和56年　５号抄紙機運転開始
昭和62年　６号抄紙機運転開始
平成元年　市民回収の牛乳パック

を原料として使用開始
平成２年　エコマーク商品の製造

を開始
平成３年　兵庫県より「環境にや

さしい商品」指定
平成４年　兵庫県より「環境にや

さしい事業者賞」受賞
オフィスペーパー、機
密書類の処理開始
「リサイクル推進協議
会会長賞」受賞

平成10年　ペーパータオル製造・
販売開始

平成11年　兵庫県より「環境にや
さしい事業者賞」優秀
賞受賞

平成11年 「ISO14001」国際環境
規格の認証を取得

平成20年 「ISO9001」国際品質規
格の認証を取得

平成20年　クラフト包装機を導入
平成22年　国内クレジット制度排

出削減事業　認証
平成22年　プライバシーマーク認

証

法人会員紹介

会社概要
〒679－4169 兵庫県たつ
の市龍野町大道566番地
電話 0791-63-1181（代表）
FAX 0791-63-3617
設立：1963年4月2日
資本金：9,000万円
代表取締役：合田　康人
事業内容：家庭用薄用紙製造

販売
工場敷地面積：20,677㎡
従業員数：約130名
年商：約50億円
取り扱い商品：トイレットペ
ーパー、タオルペーパーなど
URL  http://www.nne.co.jp

西日本衛材株式会社
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第二回おかやま環境シンポジウム 
地域を語り、未来を拓く！ 

第二回おかやま環境シンポジウム 第二回おかやま環境シンポジウム 
☆おかやま環境シンポジウム☆ 
　地域の環境・産業の現状を語り合い、今後の地域づくりの手がかりを探ります 

緑のダム機能、生物多様性、地域文化との関わり、木材資源、レクレーション利用な
どの森林の機能や、森林と林業、山村の再生について考え、各地の情報交換、交流を
すすめます 

至 津山 
至 総社 

済生会病院 
トマト銀行 

奉還町 
商店街 

全日空 
ホテル 

至 倉敷 
ホテルグランヴィア 

タカラブネ タカラブネ 

岡山駅 岡山駅 

至 大阪 

N

P 有料立体駐車場 
　（ビル東側64台） 

西口 

Ｒ180

 Ｒ 
53

オルガ 



１．おかやま環境ネットワークニ
ュース原稿募集
団体会員の活動や、企業会員

の事業をネットワークニュース
１ページで紹介しませんか！
２．各種企画等の記事募集

環境に関する企画等の概要を
紹介しませんか！
３．2011年度協働事業の募集

環境ネットワークと協働して
事業を実施しませんか！協働に
よる相乗効果、広がりをめざし
ましょう！
※上記１～３につきましては、必
ず事前に事務局までお問い合せ
ください。詳しいことをお伝え
し、ご相談させていただきます。

2010年度会費をまだ納付いた
だいていない方に振込用紙を
同封しておりますので、お振
り込みくださいますようお願
いいたします。
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（財）おかやま環境ネットワーク 
〒700-0026 
岡山市北区奉還町1-7-7 
TEL/FAX 086-256-2565 
E-mail：kankyounet@okayama.coop 
HP:http://www.okayama.coop/kankyounet/

■お問い合わせは 

（財）おかやま環境ネットワークニュース　No.60

第８回ホタルフォーラムを岡山
市と山南ホタルの里連絡協議会と
の共催で、11月27日百花プラザ
（岡山市東区）及び西大寺一宮公
園にて開催し、93名の参加があり
ました。
当日は、単行本『ホタルと人と

文化』の出版記念講演「生物多様
性とホタル」（梶田　博司氏・川
崎医療福祉大学）と、ホタルの調
査、保護、復活、再生をめざして
活動している団体からの報告、地
元「山南ホタルの里連絡協議会」
が３年にわたり改修に取り組んだ
水路の見学も行い、ホタルを通し
て生物多様性の奥深さと大切さを
改めて感じた一日となりました。
・団体報告①「ホタルが飛び交う
水路の修復工事」那須　敏氏
（西大寺公民館自然探検講師）
・団体報告②「ホタルの生態と用
水路の現状」大橋　弘司氏（岡
山市身近な生きものの里高島・
旭竜）
・団体報告③「農業用水路とホタ
ルとの共存を考えて」山崎　秀
樹氏（酒津のホタルを親しむ会）
・開場内では団体活動紹介の展示
もありました。

環境家計簿委員会は、月に１回
（年10回程度）委員会を開催し、
「環境家計簿カレンダー」や環境
家計簿モニターの実績をまとめた
環境家計簿レポートの作成など、
くらしの中のエネルギーの削減に
向けた取り組みをすすめていま
す。
一緒に活動をすすめるメンバー

を募集しています。お気軽に事務
局へお問合せください。

『ホタルフォーラム』報告 環境講座のご案内 12月度理事会報告

かけがえのない地球、未来のこどもたちへ！

12月理事会にて、以下の事項が
承認されました。
１．第２回おかやま環境シンポジ
ウム収支計画の修正

２．2011年生物多様性の日記念
ファミリープログラム企画

３．グリーンパートナーおかやま
「海ごみ」事業への団体参加

４．2011年度年間日程（案）
５．2010度事業報告と2011年度事
業計画（１次案）

１．会場：オルガ（岡山市北区奉
還町１-７-７）

２．時間：10時～12時
３．受講料：無料
４．定数：35名（先着順で受付）
５．申込：必ず事前に氏名・住
所・電話番号をご連絡くださ
い（定数を超過し参加いただ
けない場合のみ連絡します）。

◇第5回講義　1/15（土）
生態系と人間活動　地球一個分
のくらしって？
元岡山大学准教授・白井　浩子氏

◇第6回講義　2/19（土）
人類発展の仕組みの反省・新し
い仕組の構築
中国四国地方環境事務所　

・三田　裕信氏
◇第7回講義　3/19（土）
自然と人間の共生を図ること、
持続可能な社会構築のために
岡山大学研究推進本部副本部長

・青山　勳氏

ボランティアスタッフ募集

おかやま環境ネットワークで
は、毎年いろいろな事業、イベン
トを行っていますが、多くは様々
なボランティアの皆さんに支えら
れています。事業の企画や、運営、
ニュース発行や実務作業など、た
くさんの方に参加していただきた
いと思ってます。
企画運営、編集、作業等々、興

味のあること、都合のつく時間な
どをお知らせください。
交通費実費は補填します。
お気軽に事務局へお問合せくだ

さい。

ご寄附のお願い

環境家計簿委員会
委員募集

おかやま環境ネットワークで
は、取り組みを進めていくための
寄附を募っています。皆様からお
寄せいただいた寄附金は、おかや
ま環境ネットワークが取り組んで
いる様々な活動に有効に活用し、
大切に使わせていただきます。

事務局より


